
第 141 号 ながさき労福協 2015年６月３日（1）

～ 構 成 団 体 ～
連 合 長 崎
県平和運動センター
同 盟 友 愛 連 絡 会
県 中 連 懇 話 会
労 働 金 庫
全 労 済
県生活協同組合連合会

－発　行　所－
長崎県労働者福祉協議会
〒850－0031
　長崎市桜町９－６
　長崎県勤労福祉会館内
　　  ☎ 095－811－6131
roufuku-nagasaki@io.ocn.ne.jp
発　行　日　隔 月 １ 日
発行責任者　桝 田 憲 二

http://nagasaki.rofuku.net/

▲県労福協は５月22日㈮、ホテル　セントヒル長
崎において第33回定期総会を開催し、2015年度の
活動方針を決定した。運動の基調として、①社会運
動と自治体に対する制度・政策要請。②労働団体、
福祉事業団体、協同事業間の連携強化を強め、労働
者福祉運動の基盤強化、協同事業の基盤強化をはか
る。③2012年「国際協同組合年」を引き続き取り
組み、協同組合の認知度を高める運動を継承する。
④福祉事業団体の利用促進・支援を取り組み、福祉
事業団体の基盤強化を図ることを重視し、「連帯・
協同でつくる安心・共生の福祉社会」の実現をめざ
す事を全体で確認した。
▲総会には役員・代議員を含め98名が参加。森田
副会長の開会挨拶で始まり、議長団には橋田代議員
（交通労連事務局長）・南代議員（県生協連）を選
出した。

▲主催者を代表し森会長は、１点目に統一地方選挙
と組織強化に触れ、急速に変化している組合員の労
働運動への理解と協力をえるための一助として組織
強化学習会開催を取り組む。２点目に、アベノミク
スの経済政策は消費税だけが増税され社会保障の充
実にほとんど充てられていないとして、「ストップ
ザ格差社会、暮らしの底上げに向けた取り組み」の

展開。３点目は労働者保護ルールの改悪について、
①「ホワイトカラー・イグゼンプション」による残
業代ゼロ政策・成果主義主導による過重労働の増加
…ワークバランスの更なる崩壊。②不当解雇を訴え
「解雇は無効」との判定があっても、お金で解雇で
きる制度。③派遣社員の期間問題、生涯派遣社員で
低賃金での雇用など制度改悪の問題。④年収200万
円以下の労働者が1,100万人を超え、非正規労働者
は労働者の４割に迫る状況等について触れた。
　また、労福協の大きな活動課題の一つである政策
制度要求の前進と、全ての人が安心して暮らせる社
会づくり「ライフサポート」事業の前進を強調し
た。更に、県民所得と雇用、人口流失問題など労働
環境が厳しい中、福祉事業団体に対する支援・協力
をお願いし挨拶とした。
▲続いて、長崎県の宇戸産業労働部次長兼雇用労政
課長、民主党の宮島大典代表代行、社民党の吉村庄
二県連合代表より挨拶を受けた。

県労福協  第33回定期総会を開催!!
2015年度の活動方針等を決定

▲今年度もチャリティゴルフ募金142,000円並びに
書損ハガキを切手に交換し（7,800円）を「長崎県
障がい者社会参加推進センター」へ寄贈した。
▲議案審議では、2014年度活動報告、決算報告、
2015年度活動方針案、予算案など全ての議案が承
認された。
▲最後に原田副会長の閉会挨拶で第33回定期総会
を締めくくり、総会を終了した。

記　念　講　演

主催者挨拶する森会長

チャリティゴルフの募金を長崎県障がい者社会
参加推進センターへ寄贈定期総会における森会長挨拶要旨
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2015年度長崎県労福協役員
役 職 名 氏　　名 選　出　団　体
会　　　長
副　会　長
〃
〃
〃
〃
〃

事 務 局 長
事務局次長
幹　　　事
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

会 計 監 事
〃

森　　光一
上川　剛史
酒井　　隆
桜井　健一
森田　孝徳
原田　敏春
本田　　稔
桝田　憲二
佐竹　明彦
宮﨑　辰弥
坂本　　浩
塩田　淑文
石田　哲雄
入江　良美
鴨川　博明
五島　喜盛
塩入　高志
高井良芳行
吉元　修二
高見　俊治
赤木　　修
八島　啓介
鉄川　信隆
松村　章嗣
友知　辰次
岩永　尚之
湯浅健太郎
冨永　孝則
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県平和運動センター
同 盟 友 愛 連 絡 会
県 中 連 懇 話 会
労 働 金 庫
全 労 済
県 生 協 連
労 働 金 庫
連 合 長 崎
連 合 長 崎
県平和運動センター
同 盟 友 愛 連 絡 会
県 中 連 懇 話 会
長　崎　地区労福協
佐世保　　　〃　　
諌　早　　　〃　　
大　東　　　〃　　
五　島　　　〃　　
北　松　　　〃　　
島　原　　　〃　　
壱　岐　　　〃　　
対　馬　　　〃　　
上五島　　　〃　　
労 働 金 庫
全 労 済
県 生 協 連
労 働 金 庫
全 労 済

労福協
第85回 ク イ ズ

１．九州ろうきんでは2015フレッシャーズキャン
ペーン対象のお取引を２項目以上ご契約の方全員
に「○○○○文房具セット」をプレゼントしてい
ます。○○○○に入るカタカナ４文字は何でしょ
うか？
２．全労済の「〇〇〇〇カフェ」では防災グッズや
書籍・非常食などを紹介しています。〇〇〇〇を
お応え下さい。
◎答えはハガキかＦＡＸで、住所・氏名・職場名を

明記し県労福協へ送付ください。
◎締切日は７月24日（金）（当日消印有効）
◎当選者10名の方に「お楽しみプレゼント」をお送
りします。正解者多数の場合は抽選となります。
◎送り先　〒850-0031　長崎市桜町９－６
　　　　　　　　　　　　　勤労福祉会館内
　　　　　　長崎県労福協クイズ係
◎FAX（095）811-6132
◎前月号当選者（敬称略）
岩永万里子（長　崎）　田端　洋子（長与町）
古川　洋介（佐世保）　下村　愛美（佐世保）
大山　貴之（平　戸）　田添　美雪（大　村）
中橋　直美（大　村）　管　久美子（諫　早）
佐伯　卓也（諫　早）　松葉真寿美（波佐見）

事 務 局 だ よ り

中央労福協「山本副会長」　　
　　　を迎えての記念講演

▲今回「山本副会長」の講演は、労働運動・労働者
福祉運動の歴史について、改めて学ぶ良い機会であ
った。劣化する社会資本（若者意識の異常・絆の衰
退・無縁社会化：児童虐待、血縁等の希薄化、個の

孤立化など）の中で、生きる事に絶望する社会と
なっている。そんな中で、今日の政治・経済動向に
ついて鋭い切り口で分かり易く現状を分析され、問
題提起・説明となった。今後の連合・労福協・福祉
事業団体の取り組むべき事項についても具体的に示
唆された事項は、今後の運動推進に対し極めて有意
義な講演であった。

中央労福協山本副会長

労働運動と自主福祉運動の前進を！
福祉は一つ、業者とお客の関係を超えて
～歴史に学び、持続可能な暮らしと
　地域を作り上げよう～
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